
京
都

・

遠
還
臆
卵
（推
定
第
三
次
山
城
国
府
跡
）

所
在
地
　
　
　
一八
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
字
円
明
寺
小
字
百
々

調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
／
ハ
月

発
掘
機
関
　
　
大
山
崎
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
林
　
　
亨

遺
跡
の
種
類
　
国
府
跡

・
古
道
跡

遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末
ｉ

一
〇
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
こ
れ
ま
で
三
次

（
一
九
八
一
を
）
の
調
査
を
実
施
し
、
長
岡
京
時
代

（
八
世
紀
末
）
か
ら
平
安
時
代

（
一
〇
世
紀
）
に
か
け
て
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
は
、
掘
立
柱
建
物

四
棟
以
上
、
井
戸
跡
、
山
陽
道

跡
及
び
そ
の
側
溝
等
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
磁
器

。
二
彩
陶
器

。
緑
釉
陶
器

・
黒
色
土
器

・
須

恵
器

・
土
師
器

・
銭
（和
同
開
弥

・
万
年
通
宝
・
神
功
開
宝
・
富
寿
神
宝
）
・
鈴
帯
銘
尾

・
木
簡
な
ど
の
遺
物
が
出
土

し
た
。

木
簡
は
、
山
陽
道
の
側
溝
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
の
埋
土
を
取
り
除
い
て
検
出

し
た
下
層
遺
構
の
上
羨
か
ら
出
上
し
た
。
土
羨
の
埋
土
は
二
層
か
ら
な
り
、
上

層
泥
土
中
か
ら
木
筒
が
、
下
層
の
砂
上
中
か
ら
は
帯
金
具
鈍
尾
、
銭
等
が
出
土

し
た
。

一
九
八
一
年
以
来
行

っ
て
き
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
九
世
紀
代
を
中
心
と

す
る
数
多
く
の
遺
構
、
遺
物
が
出
上
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を

も

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
文
献
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
中
で

あ
る
。
い
ま
最
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
延
暦

一
六
年

（七
九
七
）、
長
岡
京
の

南
に
移
さ
れ
た
と
い
う
山
城
国
府
の
施
設
の
一
端
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「＜
奥
胡
万
七
斗
外
二
升
」
　
　
　

　
　
　

騨⇔聟
吊
望
］～

寓
∞

９
　
関
係
文
献

大
山
崎
町
教
育
委
員
会

『大
山
崎
町
の
歴
史
と
文
化
』
盆

九
八
四
年
）

（林
　
　
亨
）

7654321

百ど
々 ど

(京都西南部)




